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１．はじめに  

我々は熊本市が日本の他の政令指定都市と比較

し、交通事情、特に市中において渋滞が多発し通勤

通学をはじめとして移動に困難を感じている点に着

目した。実際、様々な資料を調査してみると熊本市は

市電やバスなど公共交通機関があるにも関わらずそ

れらが十分に生かしきれておらず、その結果自動車

が市内に集中し慢性的な交通渋滞が発生しているこ

とが分かった。これを踏まえ我々は市電やバスなどの

公共交通機関と環境に優しい乗り物である自転車を

一体的に運用し速やかに市内を移動することができ

るシステムの開発を提案する。これらによって交通渋

滞の軽減に寄与し自動車に頼ることなく移動できる

街づくりを目指す。 

 

２．現状分析/調査内容 

  現在、熊本市内の主要な公共交通機関としてバ

スと市電がある。市電は現在、市民の主要な公共交

通機関であった昭和３８年の最盛期から徐々に乗客

の減少とともに路線数が減少している。また新型コロ

ナウイルスによって赤字にも転落し経営状態が不安

定化するなど安定的な運営にも課題を残す。 

 市民にとってより不便を感じているのはバスである。

バスは利用者数の減少とともに様々な路線が減便や

廃止されていくことにより、より一層接続の悪さや使い

勝手の悪さを引き起こしていくため悪循環に陥ってい

る。 

 また、例えば駅から目的地までなどのラストワンマイ

ルに課題を抱えることなども公共交通機関を利用し

にくい要因になっている。実際下のグラフを見てわか

るように通勤通学者の公共交通機関を利用しない理

由として乗り換えや所要時間を挙げている。 

 

 

（１）『第４回熊本都市圏 PT 調査』 

 これらの結果熊本市内では多くの人が移動手段と

して自家用車を選択し、多くの場所で慢性的な交通

渋滞が発生している。熊本市内の交通渋滞は全国ワ

ーストレベルであり、その結果わずかな距離を移動す

るのに必要以上の多くの時間がかかってしまい、大

変不便な状況にある。 

 

 

（２） 『熊本市の交通状態実態調査』 

 慢性的な交通渋滞があちこちに発生し、移動する

ために多くの時間を費やす現状は不便なだけではな

く経済的にも損失をもたらし環境にも悪影響を及ぼ



す。 

 これらのことより熊本市の現在の交通状況は政令指

定都市として熊本市の課題であるといえる。 

 

３．課題に対する解決策と具体的な政策アイデア 

私たちはこの課題を解決するために、自家用車を

利用しなくてもより便利に公共交通機関と環境に優し

い乗り物である自転車を中心的に利用できるシステ

ムを作ることを目指す。自転車は個人が所有する自

転車だけではなく、だれでも利用したい人がいつでも

利用できるシェアサイクルを整備する。 

最初に具体的な提案として市民がこれらの市電や

バス、シェアサイクルを一体的に利用するための情報

を統合的に提供するアプリケーションを開発する。私

たちはこのアプリケーションを『くまポート』と名付けた。

以下、くまポートと呼ぶ。例えばある場所から別の場

所に移動するために、バス、市電一つ一つを検索す

ることなく目的地を入力するだけで市電、バス、シェ

アサイクルを組み合わせたその時点での詳細な移動

時間の予測、最も効率的な移動経路、移動手段を伝

える。これを可能にするために市電、バスでは運行状

況や乗車率を常に観測する。また最先端の技術 AI

を用いて交通状況を解析、予測する体制を確立し、

この予測を用いて移動時間や最適な移動手段を、く

まポートを通じて提供することでより便利に利用でき

るようにする。これらの公共交通機関の詳細な乗車率

などのデータを時間や曜日ごとに蓄積し、長期的に

解析することで市電やバスの接続や運行体制などに

生かすなど有効に活用することも可能になる。 

くまポートではこれだけではなくマップ、その時の

天候や料金を提示、また、シェアサイクルの利用の有

無など個人的なニーズに合わせた交通手段を提案し、

主体的に選べるようにする。またアプリケーションでは

シェアサイクルの駐輪場ごとの利用状況が一目で分

かるようにしアプリケーションを通じた予約など利用者

の移動計画を立てやすくする。 

次に料金体制と運賃の支払いも一体化することで

利便性を大きく改善する。料金体制は主に月ごとに

市電、バス、JR などの電車やシェアサイクルなどすべ

てを月ごとの値段で利用できるサブスクサービスと一

日ごとに利用できる１dayサービス、他にも同じ路線だ

けだがすべての交通手段を一括して利用できる定期

券サービスも用意する。運賃の支払い方法もすべて

の公共交通機関とシェアサイクルの支払いで使うこと

ができる IC カードの利用を想定し、これをくまポート

のマイページと紐づけることで利用状況が一目でわ

かるようにする。これらにより様々な移動手段を利用

することによる割高感を大きく軽減し、煩わしさもなく

す。 

最後に今後のより一般的な移動手段としてのシェ

アサイクルの利用を提案する。市内でどこでもシェア

サイクルを利用できる環境を整え、例えば駅、電停、

バス停の間やこれらから目的地までなど歩いていくに

は少し遠い場所などで容易かつ積極的に利用できる

ようにする。場合によっては自転車専用道路と駐輪

場を市中心部で増やすことによって安心して自転車

がより一般的に利用できるようにする。これによってラ

ストワンマイルにかかる時間を削って公共交通機関を

利用する心理的ハードルは軽減される。 

 

４．まとめ・今後の展望など 

私たちは、これらの具体的な施策を通じて、現在の

自動車が市内にあふれかえることで交通渋滞が多発

し多くの人が移動するために不便を感じながら必要

以上の時間を費やしている現状を改善させることを目

指す。先に述べたように交通渋滞は環境に悪影響で

あり交通の不便さと相まって熊本市の魅力を低下さ

せかねない。既存の公共交通機関の潜在的な輸送

能力を最大限に生かすためにこれらの公共交通機

関と自転車の利用を連携させその情報を利用者に提

供することでその解決策になりうると考える。 
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